


[bookmark: _GoBack]（第６号書式）
譲 渡 担 保 権 設 定 証 書
年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（担保差入先）（注１）



	






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



貴行と当方間の「担保に関する基本約定」（「担保に関する基本約定（適格　　外国債券担保用）」を含みます。）にもとづく根担保として、下記の条項に従　　い、別紙に規定する電子記録債権および貸付債権（以下、「本債権」といいま　　す。）並びにシンジケート・ローン契約上の貸付人としての地位および当該地　位にもとづく一切の権利義務を貴行に譲渡します。
記
１．当方は、本債権のうち電子記録債権につき、貴行に対して譲渡する旨の電子記録債権法にもとづく譲渡記録の請求を行います。
２．当方は、本書をもって、本シンジケート・ローン契約上の貸付人としての地位および当該地位にもとづく一切の権利義務（ただし、貴行が本債権を譲り受けた時点において既に発生していた金銭支払義務を除きます。）を貴行に譲渡するものとします。
３．貴行が｢電子記録債権の担保差入に関する規則｣その他の規則規定に従って担保権の実行を通知するまでは、本シンジケート・ローン契約上の貸付人としての権利および当該地位にもとづく一切の権利義務（果実の収受に係る権利を含むがこれに限られません。）を当方が行使することを貴行においてご　承認頂き、同じく貸付人としての義務を当方が負うことを確認いたします。
貴行は、本譲渡担保権の実行を通知するまでは、本シンジケート・ローン契約上の貸付人として有する権利を行使しないものとします。
４．当方は、①本債権のうち電子記録債権が、本シンジケート・ローン契約にもとづき担保差入先が借入人に対して有する貸付債権を原因債権とし、当該貸付債権よりも先に行使され、かつ、弁済を受けるものとされていること、及び②当方が貴行に提出した本シンジケート・ローン契約について、本書の差入日までに変更がされていないことを表明及び保証し、この表明及び保証が事実に相違する場合には、貴行がこれにより被ったすべての損失及び費用を補償いたします。
以　上
別紙
本債権

１．電子記録債権（電子債権記録機関：　　　　　　　　　　、
記録番号：　　　　　　　　　　）

２．借入人としての　　　　　　　　　　、貸付人としての担保差入先、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注２）
並びにエージェントの資格としての
　　　　　　　　　　の間で締結された　　　　年　　月　　日付金銭消費貸借契約【番号：　　　　　　　　】（以下、「本シンジケート・ローン契　　　約」といいます。 ）にもとづき担保差入先が借入人に対して有する貸付債権　　　　



（注１）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または  署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たも    のを使用する。
（注２）担保差入先以外の貸付人が複数いる場合には、すべての貸付人の名称を記入する。



